
内
閣
衆
質
一
六
二
第
五
〇
号

平
成
十
七
年
四
月
二
十
二
日

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
赤
嶺
政
賢
君
提
出
在
外
被
爆
者
保
健
医
療
助
成
事
業
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
七
年
四
月
二
十
二
日
受
領

答

弁

第

五

〇

号

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国

務

大

臣

細

田

博

之



衆
議
院
議
員
赤
嶺
政
賢
君
提
出
在
外
被
爆
者
保
健
医
療
助
成
事
業
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
九
に
つ
い
て

「
在
外
被
爆
者
保
健
医
療
助
成
事
業
実
施
要
綱
」
（
平
成
十
六
年
十
二
月
二
十
一
日
付
け
健
発
第
一
二
二
一
〇
〇
四
号
厚

生
労
働
省
健
康
局
長
通
知
の
別
紙
一
）
に
基
づ
く
在
外
被
爆
者
保
健
医
療
助
成
事
業
（
以
下
「
本
事
業
」
と
い
う
。
）
に
つ

い
て
は
、
そ
の
適
正
か
つ
迅
速
な
実
施
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
「
在
外
被
爆
者
渡
日
支
援
等
事
業
実
施
要
綱
」
（
平
成
十

四
年
五
月
三
十
一
日
付
け
健
発
第
〇
五
三
一
〇
〇
三
号
厚
生
労
働
省
健
康
局
長
通
知
の
別
紙
）
等
に
基
づ
き
、
広
島
市
及
び

長
崎
市
に
投
下
さ
れ
た
原
子
爆
弾
に
よ
り
被
爆
し
た
者
で
あ
っ
て
日
本
国
内
に
居
住
地
又
は
現
在
地
を
有
し
な
い
も
の
（
以

下
「
在
外
被
爆
者
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
在
外
被
爆
者
の
居
住
国
に
お
い
て
健
康
相
談
事
業
等
を
実
施
し
て
き
て
い
る
広

島
県
及
び
長
崎
県
並
び
に
広
島
市
（
以
下
「
広
島
県
等
」
と
い
う
。
）
が
実
施
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
事
業
に
よ

る
助
成
費
の
支
給
に
関
す
る
審
査
及
び
支
払
に
関
す
る
業
務
に
つ
い
て
、
広
島
県
及
び
広
島
市
は
、
在
外
被
爆
者
の
健
康
状

態
の
調
査
等
に
実
績
を
有
す
る
財
団
法
人
日
本
公
衆
衛
生
協
会
に
、
長
崎
県
は
、
大
韓
民
国
赤
十
字
社
に
、
そ
れ
ぞ
れ
委
託

す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
業
務
の
監
督
、
指
導
等
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

一



在
外
被
爆
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
健
康
の
保
持
及
び
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
十
四
年
度
に
在
外
被
爆
者

渡
日
支
援
等
事
業
実
施
要
綱
を
定
め
、
健
康
相
談
等
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
在
外
被
爆
者
の
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
健
康
上
の
理
由
に
よ
り
来
日
が
困
難
な
者
も
含
め
在
外
被
爆
者
の
支
援
を
図
る
た
め
、
在
外
被
爆

者
保
健
医
療
助
成
事
業
実
施
要
綱
を
定
め
、
平
成
十
六
年
度
予
算
に
お
い
て
、
在
外
被
爆
者
（
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る

援
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
百
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
に
規
定
す
る
被
爆
者
健
康
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
者
又
は
在
外
被
爆
者
渡
日
支
援
等
事
業
実
施
要
綱
の
三
の
（
六
）
の
ア
に
規
定
す
る
被
爆
確
認
証
（
以

下
単
に
「
被
爆
確
認
証
」
と
い
う
。
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
に
限
る
。
）
の
居
住
国
の
医
療
機
関
に
お
い
て
必
要
な
医

療
を
受
け
た
場
合
の
医
療
費
等
に
つ
い
て
、
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
本
事
業
に
お
い
て
は
、
在
外
被
爆
者
一
人
当
た
り
の
年
間
の
助
成
の
上
限
額
を
原
則
と
し
て
十
三
万
円
と
し
て
い

る
。

三
に
つ
い
て

在
外
被
爆
者
の
居
住
国
別
の
人
数
に
つ
い
て
は
、
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
七
年

政
令
第
二
十
六
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
被
爆
者
健
康
手
帳
交
付
台
帳
を
基
に
し
た
都
道
府
県
並
び
に
広
島
市
及
び
長
崎
市

二



か
ら
の
報
告
で
把
握
で
き
る
範
囲
で
お
答
え
す
る
と
、
平
成
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日
時
点
に
お
け
る
被
爆
者
健
康
手
帳
の

交
付
を
受
け
た
在
外
被
爆
者
の
居
住
国
別
の
人
数
は
、
大
韓
民
国
約
二
千
三
百
人
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
約
八
百
七
十
人
、
ブ

ラ
ジ
ル
約
百
四
十
人
、
そ
の
他
約
三
十
か
国
約
二
百
二
十
人
と
な
っ
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

本
事
業
の
対
象
者
は
、
被
爆
者
健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
在
外
被
爆
者
又
は
健
康
上
の
理
由
に
よ
り
来
日
で
き
な

い
者
に
対
し
交
付
さ
れ
る
被
爆
確
認
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
在
外
被
爆
者
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
お
尋
ね
の
場
合
に
つ

い
て
は
、
被
爆
確
認
証
の
交
付
を
受
け
れ
ば
、
本
事
業
の
対
象
者
と
な
る
。

五
に
つ
い
て

在
外
被
爆
者
の
居
住
国
は
、
三
十
か
国
以
上
に
わ
た
っ
て
お
り
、
公
的
医
療
保
険
制
度
が
充
実
し
て
い
る
国
か
ら
必
ず
し

も
そ
う
で
は
な
い
国
ま
で
様
々
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
お
尋
ね
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
医
療
事
情
等
に
照
ら
し
、

特
例
と
し
て
、
在
外
被
爆
者
が
支
払
っ
た
民
間
保
険
会
社
の
医
療
保
険
の
保
険
料
に
つ
い
て
助
成
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。

六
に
つ
い
て

三



法
第
三
章
（
第
五
節
を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
並
び
に
広
島
市
及
び
長
崎
市
が
行
う
各
種
の
手
当
の
支
給
等

の
援
護
に
関
す
る
事
務
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一

号
法
定
受
託
事
務
で
あ
り
、
法
第
三
章
第
五
節
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
並
び
に
広
島
市
及
び
長
崎
市
が
行
う
相
談
等
の
援

護
に
関
す
る
事
務
は
、
同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
自
治
事
務
で
あ
る
。

七
及
び
十
二
の
�
に
つ
い
て

在
外
被
爆
者
に
対
し
て
は
、
平
成
十
四
年
度
以
降
、
そ
の
健
康
の
保
持
及
び
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
在
外
被

爆
者
渡
日
支
援
等
事
業
実
施
要
綱
に
基
づ
く
事
業
に
よ
り
、
健
康
相
談
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
事
業

も
こ
れ
と
目
的
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
在
外
被
爆
者
渡
日
支
援
等
事
業
実
施
要
綱
に
基
づ
く
事
業
と

し
て
位
置
付
け
、
予
算
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

八
及
び
十
一
に
つ
い
て

広
島
県
等
に
お
け
る
本
事
業
に
関
す
る
事
務
は
、
地
方
自
治
法
第
二
条
第
九
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
に
は
該
当
し
な
い
こ

と
か
ら
、
同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
自
治
事
務
で
あ
る
。
ま
た
、
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
つ
い
て
は
、
事
業
の
内
容
等
に

応
じ
て
、
都
道
府
県
並
び
に
広
島
市
及
び
長
崎
市
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
実
施
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
法
定
受
託

四



事
務
と
し
て
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
。

十
に
つ
い
て

本
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
訴
訟
が
提
起
さ
れ
る
の
か
を
あ
ら
か
じ
め
想
定
す
る
こ
と
は
、
困
難
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
お
尋
ね
の
地
方
公
共
団
体
の
訴
訟
に
係
る
対
応
及
び
費
用
等
の
負
担
並
び
に
本
事
業
が
法
定
受
託
事
務
で

あ
る
か
自
治
事
務
で
あ
る
か
に
よ
る
責
任
等
の
差
異
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

十
二
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

本
事
業
は
、
平
成
十
六
年
度
予
算
に
お
い
て
創
設
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
実
施
状
況
等
を
踏
ま
え
、
適
切
に
対
応
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

五


